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現
代
日
本
に
お
け
る
高
速
道
路

網
は
、
東
京
―
名
古
屋
―
大
阪
―

福
岡
な
ど
の
大
都
市
間
だ
け
で
は

な
く
、
地
方
都
市
間
で
も
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
総
延
長
距

離
は
9
，
3
3
2
㎞
（
平
成
19
年

度
末
現
在
）
に
も
及
び
ま
す
。

　

今
か
ら
約
1
，
3
0
0
年
前
の

7
世
紀
後
半
に
高
速
道
路
網
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
道
路
網
が
完
成
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
交
通
網
は
、

当
時
の
中
央
集
権
国
家
が
整
備
管

理
し
た
道
＝
駅え
き

路ろ

、
伝で
ん

路ろ

（
古
代

の
官
道
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
古

代
日
本
の
「
行
政
区
画
」
は
、「
関

東
地
方
」
と
い
っ
た
現
在
の
区
画

と
は
違
い
、
「
五ご

畿き

七し
ち

道ど
う

」
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。七
道
の
中
で
、

茨
城
県
（
常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
と
下
し
も
ふ
さ
の
く
に

総
国
の
一

部
）
は
、
東
海
道
の
最
北
端
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

駅え
き

路ろ

の
ひ
と
つ
、
道
と
し
て
の

東
海
道
は
、
都
か
ら
東
海
道
諸
国

の
国
府
を
結
び
、
30
里
（
16
㎞
）
ご

と
に
、
駅え

き
う
ま馬
を
常
置
し
た
駅う
ま

家や

（
高

（
次
回
の
掲
載
は
1
月
号
で
す
）

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

  

生
涯
学
習
課
☎
２
６
―
９
１
１
１
】

古 

代 

の 

官 

道

常陸における古代の交通路

面
が
あ
り
、
両
側
に
は
側
溝
の
よ

う
な
溝
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
徴
や
立
地
か
ら
古
代
東
海

道
の
痕
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

11
世
紀
中
頃
〜
後
半
、
「
源
義

家
ら
が
奥
州
征
伐
の
た
め
に
こ
の

地
を
通
過
し
た
」
と
の
伝
承
が
推

定
東
海
道
ル
ー
ト
沿
い
に
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古

代
東
海
道
が
存
在
し
て
い
た
裏
づ

け
が
で
き
ま
す
。
ル
ー
ト
沿
い
に

は
、
古
代
の
集
落
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
官
道
を
背
景
に
し

た
有
力
者
の
集
落
が
存
在
し
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

速
道
路
の
S
A
の
よ
う
な
施
設
）

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
駅
家
は
公

用
で
役
人
が
移
動
す
る
際
に
馬
の

交
換
、
食
料
や
水
の
補
給
、
休
息

や
宿
泊
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
中ち
ゅ
う
ろ路
で
あ
る
東
海
道
の
駅

家
に
は
10
疋ひ
き

の
馬
が
常
駐
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
駅
路
は
地
方
か
ら
都
へ
税
金

と
し
て
納
め
ら
れ
る
生
産
物
の
運

搬
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
代
東
海
道
ル
ー
ト
は
、
中
世

に
な
る
と
大
部
分
が
廃す
た

れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
発
掘
調
査
で
そ
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。
10
世
紀
初
頭
に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ

た
延え
ん

喜ぎ

式
に
よ
る
と
、
常
陸
国
府

（
石
岡
市
）
か
ら
陸
奥
に
向
か
う
最

初
の
駅
家
は
、
安あ

候ご

駅う
ま

家や

（
笠
間

市
安あ

居ご

）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
駅
路
は
、
国
府
間
を
最
短
距

離
で
結
ぶ
よ
う
に
直
線
的
に
整
備

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
岡

市
と
笠
間
市
安
居
を
直
線
で
結
ぶ

ル
ー
ト
に
は
、
小
美
玉
市
が
所
在

し
て
い
ま
す
の
で
、
古
代
東
海
道

は
、
間
違
い
な
く
小
美
玉
市
西
部

を
通
過
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
安
候
駅
家
の
北
側

に
位
置
す
る
五
万
堀
遺
跡
（
笠
間

市
）
で
は
、
両
側
に
溝
を
も
つ
幅

10
m
前
後
の
直
線
的
な
古
代
の
道

路
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
美
玉
市
内
で
も
発
掘
調
査
等

で
は
、
道
路
跡
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
羽
鳥
地
区
の
開
拓
踏

切
付
近
、
納
場
地
区
の
泥
で
い
し
ょ
う
つ
か

障
塚
古

墳
付
近
、
手
堤
地
区
な
ど
で
道
路

跡
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
拓
踏
切
付
近
と
泥

障
塚
古
墳
付
近
で
は
、
中
央
が
凹へ
こ

ん
だ
堀
状
の
遺
構
が
直
線
に
延
び

て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
堤
地
区
で

は
、
送
水
管
敷
設
工
事
の
際
に
道

路
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
遺
構
は
、
幅
が
9
m
程
の
平
坦

〜
お
み
た
ま
に「
東
海
道
」が
通
る
〜

羽鳥地区開拓踏切付近の道路跡

納場泥障塚古墳付近の道路跡

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
⑨


